
資料－２： 病気の全体の流れの概略図
｛事業団文書-2の１より抜粋：【病気と短大因果関係図】→過去の日記、覚書、知人への手紙ｺﾋﾟｰ等約 100冊より分析｝

(労働省管轄)雇用促進事業団運営岡山職業能力開発学校
(A)学校当局の問題－労基法違反の頻発 超 学 (B)学校当局の問題－ á岡短辞職後

①労基法７大原則違反と被害 ル 校 ①学校の単位認定権への介入→首への威嚇！ ①内臓劇的快復へ
(労基法 2条 2項違反二度：50万円× 3年被害) ｜ 機 ②学生の管理他教育機能の欠如：教育行政存在せず ②精神=辞職後相当回復
②その他労基法も違反頻発 ズ 能 ③学校の慢性的ﾙｰｽﾞさによる学校機能せず。 98 年岡短不当交渉後再度悪化
→概算では軽く 100万円以上損失 体 不 (管理職の頻繁交代と引継の不徹底もある？) その後一進一退。岡短連想物

③専任確約で閉じ込め生存権の危機 質 全 ④学生の放任(過保護)と学生擁護的姿勢 遭遇すると一気に精神乱れ(毎
→年収 10万円通告、実質年収 1万も可能脅し [形式主義・教育の放棄]→事実上暴力学生擁護 年立会人・主治医に詳細健康

④巧妙手口で私の私物没収・貢ぎ労働強制 ⑤労働条件が闇で、誰の仕事か不明事多数→学生対策も 報告書提出）
学校の犯罪主なもの約 20 件以上→記憶薄弱期&重複→ 200 件以上 重複いれれば 1000 件余り→学校との連携不可能

※学校･事業団自身が病んでいる事→主観でなく朝日新聞、時事用語等参照

正義感強 学生の無法及び非常識行動
見て見ぬふり不可 ｛18～ 20歳では全国皆無の行動

★問題解決不可能状況(10年閉じこめられる)

病気と年のため短大 (D)私の精神の破壊→無意識自我防衛作用? (E)家庭生活等の問題{(D)より生じる}
以外仕事不可(専任 ①自律神経失調症(眼痛･高音響く･倦怠感...) ①結婚不可能(痛常人の家庭生活不可)
確約での招聘ﾓあり) ②精神の破壊→激しい鬱症状(90-93) ②老父母への寄生生活と将来への不安

精神疲弊状況(頭痺れ･自我分裂)期(95-) →親の｢私が死んだら｣的言動及び･その種の不安増長発言と軋轢
逃げ場無し （同様に PTSD併発の疑い） ③父の死と経済危機不安

④病気治癒不可による将来への不安
内臓等の弱点を攻撃(十二指腸潰瘍他)á大吐血 (短大専任確約問題とそれへの過去投資約 800万円へ怒り)

⑤病気による仕事制約→専任前提招聘で 10 年収入合計 550 万円
→潰瘍(1.5 ｾﾝﾁ・吐血時血圧上 70)等内臓への転化 (膨大なサービス労働あり。岡短用費やした私の金はその数倍。）
･大 吐血ショックで精神一時正常へ･･･ 通常年収約40万円(3年のみ約80万円)の上での労基法違反被害

※結婚詐欺同一被害。97年に私の貯金3万円となるや即専任撤回発言有

90～ 93年(38～ 41歳) 95年以降(43歳以降) 生来(母等確認しながら記述)1952～ 88年迄
精神 病的無気力･24時間寝床願望 意欲あり：頭麻痺・頭のｼﾋﾞﾚへ、自己意志 遺伝的に躁鬱病及び精神病の人間親族に皆無

文献読み1400日以上不可能・ の分裂・対立、急変現象→交通事故死危険 同上に最もなりにくい性格:明るく朗らか
記憶力・知力超減退:PTSD 六度、文章書き抑制不可能現象 生来→見て見ぬふりできぬ性格：正義感強・一本気､責任感強

学生対策 存在無に見え：暗黙見逃し的傾向 無法学生徹底注意 し、金銭等固い性格、人に甘く自分に厳しい、弱点=駄々っ子
(過去皆無の精神構造) ・酔っぱらい的人間対処苦手(水商売型仕事等苦手)

内蔵 92以降腹痛(空腹時・深夜) 食後胸焼け・不快感・軽い吐き気 頑強→胃は特に強く(吐くこと自体皆無に等しい)
93年吐血:潰瘍(1.5 ｾﾝﾁ)←内視鏡 (腹痛無し)＋諸器官の異常 風邪もﾏﾚ、体力も通常ﾄｯﾌﾟｸﾗｽ

腕力等 筋肉・腕力喪失 93年末吐血後に急に腕力復活 腕力極端に強い。高校時代は右腕では腕相撲負け無し
不可思議 食事せずの体重増加 97年迄は激痩せ、一定食べても太れず。TV 食べれば太る、減食すればやせる→通常

→ﾎﾙﾓﾝ異常か が見ている的現象、女優 N妄想、 17 ～ 36 歳→ 63 ｷﾛ前後/ごくたまの誤差範囲 61 ～ 65 ｷﾛ短期
体重 体重増加→ 78 ｷﾛへ 体重減少→ 55.5 ｷﾛへ →例外 1985 年 68 ｷﾛ 2 ｶ月のみ(暴飲暴食が原因))

鬱というより生きる屍状況 廃人化の危機 ◎能力＝自分に向いている事はずば抜けてあり
(完全無気力状態) (自我分裂=2 人の自分により自己信念逸脱) ※学友＝大学教授等多数、又大手予備校等でも有名人気講師等
→能力喪失により将来への悲観と金銭問題苦悩深刻 (頭麻痺→交通事故の危険に遭遇し車も乗れず) 教える能力や分析能力の仕事は本来私も相当能力あり

※ｽﾄﾚｽ→一般的に耐え強い方(死者含め家族全員病気時他実証}



【病気と短大因果関係図】1983～88年1月迄専任確約とﾊﾞｰﾀｰで、短大用ｱﾊﾟｰﾄ他600万円投資。同時に駿台・岡中高他多数専任の口を棒に振る
1988年中盤 ～ 1989年 1990～ 93年 94年 95～ 98年前半

学 英語専念のため短大一本へ 92年3月労基法 95年･3 97年労基法 無法・暴力
校 →同時に職員の態度の変化？ 違反(約50万弱 労基法 違反多数。 学生擁護

損失) × 3年分 2条2項 職員対策
89･3単位認定権剥奪(首威嚇) 違反
89･7労基法違反&労働条件への不信
90/1 年収 10 万台(年収 1 万可能脅し等) 4 7 ; :

他に一部私財没収事件 4 以降岡短器財自費転嫁
1 8 1

学 学生乱れ 89/10授業破壊学生 学生に値せず行動 学生 95年学生 97学生 97･11暴力
生 (私の授業にも 問題解決策無し 引き続く→病的に 比較的 無法行動 乱れ 学生出現

飛び火) (前代未聞学生) 心より叱れず 通常
準暴力･授業妨害 一部黙認現象 96学生徹底 9

本来の性格外行動 (93/8父死亡) 超厳重注意
2 (前代未聞) 完全鎮圧？ 後始末で 無料

5 8 労働
(商売道具の知能機能喪失)
病的無気力 PTSD再発

精 業意欲旺盛 心労 解決策無しと ①24時間就寝願望 金銭的心労 気力回復 頭ｼﾋﾞﾚ 89年の再現? 頭ｼﾋﾞﾚ
神 ①授業意欲等旺盛 責任感の葛藤 ②文献・新聞1400日 授業意欲 初現象 気力なくなりかけるが 麻痺

②金八型も行う 読めなくなる。 ﾊﾞｲﾄ探し 旺盛 思い直し逆に 96年から 連続
(すべき事はした) 無気力化進行 ③記憶力･知力減退 自律神経失調 徹底注意
③英語等学習 ④腕力喪失 再発 (学校への牽制思考)
意欲旺盛 3 9 : <
④岡山短大 逃げ場無し 2 5
授業等必死 短大専任確約 6 医者の
取り組み 他の職場辞めた事 7 辞職

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
92/8

5 一応 腹痛 : 93/9腹痛 食後不快感開始 激化 1
内 腹痛 89/11末吐血 腹痛 再開 激化 胸焼け・ 日
臓 (HD病院入院) ない ; 軽い吐き気等 6 8 入 <

(空腹時中心) 93/1入院 93/10吐血 心身症・逆流道性食道炎? 院
耳異常(高音響く) →医師の紹介で 入院 3 (自律神経異変)

眼異常(左眼矯正困難) 川崎心療内科 十二指腸 1.5 ｾﾝﾁ潰瘍 白血球 12000
軽頭痛他 血圧上が 70 状態

①超不快感･胸焼け?→原因を当時は誤解
そ 食事せずとも体重異常増加 ②頭の痺れ・白紙化・記憶喪失→車運転中も→事故1度
の {自律神経失調、ホルモン異常が起こったと推測 (太り方も異常／写真参照) 関連：理不尽行為→即頭痺れ=交通事故死危険6度
他 また、1989 年度に労基法 1 条関連 PTSD に陥った可能 ③自己意思対立(自己制御不可能事例→信念、金等々)

性あり｝ ④文章書き抑制不可能現象→年 1000 頁以上読めない字
⑤ TVが私を見ていると感じ始める。女優 N ｱﾀｯｸ妄想?

体 ﾍﾞｽﾄ 63 ｷﾛ→ 60 ｷﾛ弱へ 体重前代未聞の 80 ｷﾛ弱へ
重 (途中の 69 ｷﾛ時点でも昔暴食による 3 月程太 体重減少前代未聞の 55.5 ｷﾛまで減少

※完全禁酒(煙草は生来吸わず) った時とは太り方違う) 76 ｷﾛ増加時より食事量{1 回 5 勺+間食(ﾊﾟﾝ+離乳食)}で多いのに？
食事分量は右よりはるかに少ない ※事実上禁酒 2年から完全禁酒 2年へ (但し酒による体調悪化は
※事実上禁酒(2月に缶ﾋﾞｰﾙ 1つ程度) この 10 年一度も無し)


